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あけましておめでとうございます。本年も作業療法作品を楽しんでください。

向陽台病院の理念
心を病む人の立場に立った専門的精神科
治療の提供を行う
地域への精神科医療の啓発活動を通じて
心を病む人のみならず、地域住民の心の
健康増進に貢献する

●地域の様々な資源との連携の強化を
目指します̶医療・福祉・教育・産業・
地域社会と積極的な連携が出来るよう
に̶

●良質で安全な医療の提供を目指しま
す̶相手の立場に立ち、私達が安心し
て自分の家族を任せられるように̶

●専門性を高め、より高度な知識・技術
の向上を目指します。̶ 新しい技術・知
識の習得、研鑽を心がけるように̶

皆さま、あけましておめでとうございます。昨年は病院創立45周年
および新病棟の竣工など、一つの節目になった気がします。建築で
は外来部分の改修など少し残っていますが、昨年ほどの慌しさは
少ないのでは、と勝手に期待しています。一年間で感じ、気づいた
事は、“変化”ということに対する私たちの構えのもろさでした。そし
てそれは、人がタイミングによって受け取り方、受け取るもの、受け
入れるスピードなどが違う事を再確認する年になったな、と思って
います。金融面での変化で株価の乱高下なども昨秋ごろは大きな
話題になりましたが、私自身が年を取ったのか、病院の中での変化

において、大きな波や変動は好まない自分もいる事に直面させられた感じがします。今年
の目標は、児童思春期、並びにうつの患者さんへの治療および支援を充実させ、役所や企
業や学校との連携について模索していくことなど、地域の中の精神科病院を意識できてい
けるようなスタートの一年にしたいと思っています。院内では細分化、個別化の流れにおい
て、院内連携の強化を目標としていますが、さらに充実した人員配置や会合の機会などが
生み出せる組織になれるように、努力したいと考えています。今から、４年後の50周年とい
う区切りを目指して、新しい一年を皆さんと歴史を刻んでいく事になりますので、一緒に成
長していきたいと考えています。今年もよろしくお願いします。（2009年 元旦）

向陽台病院インフォマガジン

院 長
横田 周三



「増加するうつ病とストレスケア病棟の役割」
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　平成20年11月22日（土）、数
日前から真冬並みの寒さで震え
ていたのが嘘のような好天に恵
まれ、医療法人新光会理事長、
兼、不知火病院院長、福岡大学
医学部臨床教授の徳永雄一郎先
生をお招きして、講演会と新棟見
学会を開催いたしました。玄関と
新棟とを結んだエントランスの受
付では明るい日差しが降り注ぎ、
皆さまをお待ちすることができま
した。医療関係の方々を始め、教
育や福祉分野の方、また、熊本県
のみならず、大分県からのご参加
もあり、88名の方をお迎えするこ
とができました。
　先生は、平成元年に日本で初
めてうつ病専門治療病棟「ストレ
スケアセンター・海の病棟」を開
設され、常に時代を先駆け、指
導的な立場でご活躍中です。大
変なご多忙にも関わらず、私ども

の病院においでいただき、
「増加するうつ病とストレ
スケア病棟の役割」と題し

て、時に冗談を交えながら、親し
みやすくお話してくださいました。
　不知火病院では、カウンセリン
グナースと呼ぶ、カウンセリング
のみを行う看護師を養成し、チー
ムをより重装備にして対応されて
いるとのことでした。総合面接と
いう、患者さんと複数のスタッフ
が合同で面接し、症状や治療目
標を相互に把握し、より効果的な
治療を提供するやり方についても
教えていただきました。また、患
者さんの予後判定に用いるバウ
ムテストなどの心理テストの有用
性についても話していただき、大
変興味深く拝聴いたしました。
　リ･ワークについては、うつ症
状が回復しても、必ずしも復職プ
ログラムに導入できるわけではな
く、実際の職場や学校などに本
人が適応できるかどうかを把握
し、それに直面することが必要で

あるとお話されました。
　最後に、入院生活の24時間の
中で、定期的に見守ってくれる看
護師がいることが、「温かさ」の
ある安心できる体験として感じら
れると強調されました。チームの
力の重要性を再確認でき、私た
ちの今後の治療の礎になるかと
感じています。
　ご講演の前後には、多くの方
に３階建ての新棟を見学してい

ただきました。慣れないスタッフ
の案内で多少ご迷惑をおかけし
たかと思いますが、皆さまのご協
力で終了することができました。
新しい建物は、患者さんだけで
なく、スタッフにとっても新鮮で
快い緊張を伴っていますが、病
気に向かう方々にとって、少しで
も快適で有効な治療環境の提供
に一層の努力をしていきたいと考
えています。これからも、何卒よ
ろしくお願い申しあげます。
（記念講演会実行委員
リハビリテーション部長　植村 照子）

創立45周年新棟落成記念特別講演会

不知火病院院長 徳永雄一郎 先生



　南1病棟は、南病棟の1階全体
を占める30床（うち隔離室が6床）
の閉鎖病棟で、主に急性期の患
者さんを対象としています。向陽台
病院に入院される患者さんの大半
は、最初はこの南１病棟で過ごさ
れることになります（比較的症状の
穏やかな女性の患者さんは南2病
棟、高齢の方や身体合併症のある
方は北2病棟へ入院されることもあ
ります）。
　急性期の初期には、緊急的に保
護や治療が必要な状況にしばしば
遭遇します。個人差や病気の種類
にもよりますが、激しい興奮状態、
幻覚や妄想に左右されて自分の
安全を守れない状態、ひどく気持
ちが落ちこんで自殺の危険が迫っ
ている状態など、切迫した状況も
想定されます。患者さんと医療者
双方の安全を確保しながら、患者
さんの状態を改善して、最終的に
退院することを目指して、治療が始
まります。急性期治療の前半は、さ

新病棟のご紹介

し迫った危機からの脱出が急務で
す。たいていの場合、最初は休息と
栄養状態の改善から始めます。とい
うのも、急性期の患者さんは、入院
の直前に色 と々無理されていて、何
日も寝ていない、食べていないよう
な消耗しきった状態の場合が結構
多いのです。そして、休息のために
は静かで安全な治療環境が必要と
なります。騒がしい治療環境では、
患者さんは安心して休むことがで
きず、薬も効きにくくなります。
　さて、入院された患者さんは、最
初の段階では1人きりで部屋の中
で過ごし、ほとんど活動せずに休ん
でいて、話し相手は病院の職員だ
けです（この段階を省略できる人も
います）。次には、時々部屋から出て
きて、1～2人の話し相手がいる段
階になります。治療が進むと、さらに
話し相手が増えて、デイルームとい
う公共の広間で過ごしたり、作業
療法などの活動プログラムに参加
しても苦にならなくなってきます。と
りあえず、ここまでが急性期です。急
性期以降もデイケアや就労訓練施
設など、精神科リハビリテーション
の仕組みがありますが、同様に段
階的に課題を難しくしていきます。
　このような治療上の要求に応え
るために、新しい急性期病棟では、
従来の経験を活かして様々な工夫
が凝らしてあります。例えば、隔離

室の並んでいる領域は、他の病室
のゾーンとは別のゾーンに分けて
あります。この仕組みは、従来の急
性期病棟の構造を踏襲したもので
すが、従来よりも部屋や廊下の幅
を広くして、一時的に隔離室外へ
出られた患者さんがくつろげるよう
にしています。隔離室の防音設備
も従来のものより改善されていま
す。ゾーンの分離や防音の充実は、
興奮状態の方と回復直後の方が
直接出会わないようにして、回復直
後のもろい状態における静寂と安
全の確保に役立っています。
　さらに、病室を全室個室として
プライバシーをしっかり確保した
上で、小さな談話室を廊下に面し
て２カ所設けてあります。これによ
り、自室からは出られるけれど、デ
イルームはまだ無理という方が、公
共スペースへ段階的に参加できる
ようにしています。
　今後も「こもれび」誌中で何回か
に分けて各病棟をご紹介いたしま
す。次号は南2病棟の予定です。
（診療部　医師　田中 亨治）

前号では新病棟の全体像を紹介しました。今回は、南1病棟と、
そこで行われる精神科急性期治療についてご案内します。

［新棟1F病室］

［新棟1Fデイルーム］

［新棟1F廊下］
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　平成20年8月27日、城北高校
社会福祉科3年生5名が「社会福
祉演習」という授業の中で調査研
究を行うため当院へインタビュー
に来たいといった依頼があり、「地
域連携の一環」としてお引き受け
させていただきました。内容は「う
つ病について」というテーマで、実
際医療機関を受診するうつ病の
患者さんの性差や年齢といったこ
とからどのような特徴があるのか、
また、社会問題化している自殺に
ついてその対策としてどのような取
り組みが行われているのかといっ
た多岐に渡るもので、当日になっ
て発覚しましたがビデオ撮影もあ
り、緊張感あふれるインタビューと
なりました。

　医療機関によって患者層は異
なりますが、当院の場合、初診
患者で最も多いのは「うつ病」で
年々増加していること、年齢は20
～30代が多かったのが最近は低
年齢化、高年齢化が進んでいるこ
と。また、「うつ病」で最も危険で
心配なことは「自殺の可能性があ
る」といったことを説明しました。
徐々にお互いの緊張感もなくな
り、この研究を進めていく中でイン
ターネットなどで自殺に関するこ
とが非常に多く取り上げられてい
たことに驚いたそうです。
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うつ病の実態調査 ～高校生インタビューのため来院～

　実際当院にも「きつくて生きて
いくのがつらい。いっそのこと死ん
でしまいたいです」といった相談
が直接、または電話でほぼ毎日
のようにあります。このような感情
は何も特別なことではなく、例え
ば受験や仕事で失敗した時、家
族や友人とケンカをした時に一瞬
「あ～もう死んでしまいたい」と
思ったことは誰しも一度や二度は
経験があるかと思います。ふと思う
だけであれば特に問題はないで
すが、中にはそのような感情が続
き、思いが強くなり自分の体に傷
をつけたり、自殺しようとする方は
自殺する人の10倍はいると言わ
れています（自殺者は3万人を超
えていますので、30万人以上とい
うことになります）。私たちは精神
科医療機関としてこの問題から避

けては通れませんし、その対策に
今後も力を入れていきたいと考え
ています。

　今回のインタビューをとおして、
今の若い人たちがさまざまなこと
を真剣に考え、しっかりと社会の
問題を正面から考えている（他の
グループでは児童虐待や「こうの
とりのゆりかご」を題材として挙げ
ているそうです）といったことがわ
かり、うれしく、また頼もしくも感じ
ました。また、人に伝えることで自
身も多くのことを学ぶことができ、
貴重な経験となりました。
　少しでも、「頼りになる大人がい
たなぁ」と思っていただいていれば
いいのですが・…。
（地域連携室　精神保健福祉士

　杉本 篤史）



デイケア レポート
　平成19年11月16日（日）、熊
本市上通りアーケード街で第16
回精神障がい者作品展示＆作品
販売会が開催されました。このイ
ベントは、障害をもつ方への正し
い理解、多くの方との触れ合いを
目的に毎年１回行われています。
今年は県内から36団体が参加
し、当院からも地域生活支援セ
ンターなでしこと当院のスタッフ
が参加しました。当日は少し曇り
空でしたが、気温は暖かく過しや
すい一日でした。その中で、各団
体工夫を凝らした作品の数々が
アーケード内の約150ｍに並びま
した。アーケードは展示のみで、
販売スペースは、めがねの大宝堂
の地下（アートスペース）で行わ
れました。販売スペースには、手
作りクッキーや野菜などが並び、
どちらも多くの人々で賑わいまし
た。当院の展示パネルには、なで
しこの活動で作成したポスター
作品、作業療法やデイケア活動
で作成したビーズ細工や革細工、
今年人気のあったフェルト細工
を並べました。作品を見に来ら
れた人々からは「すごいね」「店
に売ってある物みたい」など、と
ても嬉しい声が聞かれ、写真を
撮って行く人もたくさんいました。
ビーズ細工に関心を示す人がと

ても多かったように思いま
す。また、非売品でしたが、
どうしても売ってほしいとい
う方もいて、その時は申し
訳ない思いでした。大反響だった
作品はまだまだほんの一部で、今
回並べることができなかった陶
芸や木工、シルバー細工の作品
は、写真に撮って持っていけばよ
かったな…と後悔しました。
　今回の展示をとおして当院の取
り組みを知っていただけたのでは
ないかと思います。日々良い作品
ができており、また、来年に向け
て取り組んでいきたいと思ってい
ます。今回イベントに向けて、作
品作りに協力していただいた方々
にとても感謝しています。
（リハビリテーション部

作業療法士　江口 紗代）

なでしこ レポート
　地域活動支援センターなでし
こからは、大きなリンゴの木を一
人の精神障がい者とし、大地は
家族・友人や地域で、しっかり大
地に根を張って伸びていく様子
をイメージし、地域活動支援セン
ターや就労支援事業所は水や肥
料として支援している様子を表現
しました。また、リンゴの実は自
分たちの夢や思いをメッセージに
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して伝えることにしました。
　制作中は、メンバー同士、病気
になったことで理解してもらえな
かったつらいことや苦しかったこ
となどの体験談を、お互いカウン
セリングしながら、どんなことを
理解してほしいかなどを一人ひと
りが言葉にされていたことが印象
に残っています。
　展示会では、他の病院のスタッ
フやたくさんの街行く人が足を止
めて作品を見ていただき、「こん
な思いをしているのですね」「か
わいい作品でいいですね」「面白
いですね」と話され、中には写真
を撮られる方もいて、参加者とし
て嬉しく感じました。また、展示
コンテストでは、第２位『作品感
動賞』を受賞し、一緒にいた利用
者と共に感激もひとしおでした。
作品は、なでしこの活動室に展示
しています。今も、なでしこを訪れ
る利用者や地域の人が作品を見
て楽しまれています。
（地域生活支援センター
精神保健福祉士　辻 由佳子）

精神障がい者

作品展示＆作品販売会



　去る9月24日（水）、当院デイ
ケア棟（リュミエール）にて、鹿
本地域の精神障がいを抱える当
事者や、病院職員、保健師、民
生委員、家族会、精神保健福祉
ボランティアの方などが集まり、
地域生活支援交流会が開催され
ました。
　今年度鹿本圏域では、精神障
がいを抱える長期入院患者さん
の中で、退院をして地域での生
活を希望する方々に、希望にそっ
た退院の準備のお手伝いをする
「精神障がい者地域移行支援
特別対策事業」というものが行
われています。当院では、社会生
活についてみんなで考えることを
目的として、毎月最終水曜日に社
会復帰フォーラムを開催していま
すが、地域での生活への意欲、
関心を高める良い機会として、今
回は、同時開催することとなりま
した。
　「地域での暮らしについて考
えよう」というテーマをもとに、
100名を超える参加の中、精神
障がい者地域移行支援特別対
策事業のことや、グループホー
ム、共同住居についての説明が
なされた後、利用者より体験談
が語られました。多少緊張はさ
れていたようですが、入院から退
院にかけての思いや、共同住居

を経て一人暮らしを始めた時のエ
ピソードなどを懸命に話してくだ
さいました。20年以上入院し、ス
タッフから退院を勧められ、嫌々
退院したけれど意外と生活がで
きている、という話や、福祉課や
役場と相談しながら生活を行っ
ているという話、共同住居では色
んな人たちが生活するため、トラ
ブルは起きてしまうけれど、その
都度話し合い、一緒に考えていく
ことの大事さ…などが語られ、当
事者の“力”を感じずにはいられ
ませんでした。そして、「退院は怖
くありません」という言葉は大変
印象的でした。
　その後は、小グループに別れ
て、体験発表を聞いての感想や、
自身の体験談、地域で暮らすに
あたって考えていることなどディ

スカッションを行いましたが、さ
まざまな思いが語られていたよう
です。最後に、民生委員の方から
「普通の人と変わらないですね。
偏見ばかりで不満を話すだけで
はなく、正しい知識を得る必要が
あると思いました」との感想も聞
かれました。
　さまざまな立場の方が参加さ
れ、当事者の話を聞きながら思
いを語り合う大変貴重な会だっ
たと思います。病院スタッフだけ
ではなく、地域の方たちの協力を
得ることによって、最終的には、
当事者の方たちが、持っている自
分の力を生かし、自己実現に向か
えるよう一緒に歩んで行けたら、
と思いました。
（リハビリテーション部　精神保健

福祉科　科長　岩井 佑美）

地域生活支援交流会
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向陽台病院ではさまざまな情報を発信しています

新年あけましておめで
とうございます。新棟が
立ち上がり新たな気持
ちで広報活動も行って
いく予定です。

また、連載企画の「発達障がい児（者）への手立
てとかかわり?」は誌面の都合で次号に掲載いた
します。今年もよろしくお願いいたします。

（濱本 晋也）

旬の食材
●鰤（ぶり）・・・『寒ぶり』といわれ、特に冬に美味しい魚です。ぶ
りには旨み成分のヒスチジンが他の魚より多く、良質のたんぱく質
とビタミンＢ群が含まれています。また、血合いの部分にはビタミン
Ｂ12が普通の身の5倍も多く含まれており、貧血の方、口内炎のあ
る方にオススメです。
●柚子（ゆず）・・・「冬至にゆず湯に入ると風邪を引かない」とい
う言い伝えがありますが、これは果皮に含まれる油分が温熱効果
を高め、皮膚を刺激して血行をよくするためです。ゆずにはクエン酸
などの有機酸が多く疲労回復にもよく、香りにはリラックス効果も
期待できます。
●大根（だいこん）・・・大根には消化酵素（ジアスターゼ）が含
まれているので、胃もたれ、胸やけに即効性があります。ジアスター
ゼは加熱すると効果が低下するので、生で食べる大根サラダがオ
ススメです。

（管理栄養士　古田 智美）

　平成20年9月27日、向陽台そよ風家族会が開
催され、初めて参加された家族を含めて33名の
方が参加されました。
　今回は、建設中にご迷惑をおかけしていた新
病棟が無事完成したこともあり、開設に先立っ
て見学会を行いました。まず、当院の佐藤診療
部長から新病棟の機能などについての説明や既
存病棟についての説明などがあり、その後実際
に見学された家族からは「個室できれい」「料
金が心配」「個室で安全面はどうなっているの
か」などの感想や意見をいただいて、質疑応答
も行われました。その後の家族の集いでは、初
参加の家族から「病気は回復するのか」「対応
の仕方について」「将来が心配」など、それぞれ
の家族が抱えている悩みについて話があり、そ
れらの意見に対して何度か参加されている家族
が自身の体験談を話したり、アドバイスを出され
たりしていました。参加された方の中からは「他
の家族から色々な意見が聞けて良かったです」
との言葉も聞かれ、大変有意義な時間になった
のではないかと感じました。
　家族会では、このようにご家族の不安や疑問
に少しでも支えになれるよう活動しております。
ご家族の皆さまのご参加をお待ちしております。

（看護部　金森千恵子）
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おめでとうございます。新年を迎え寒さもいよいよ厳しくなってお
りますが、皆さまいかがお過ごしでしょうか。寒さもこれからが本
番！！寒さの厳しいこの季節に旬を迎える食べ物には栄養がたっぷ
り詰まっています。季節の食材を食べて風邪を予防しましょう。

緑 茶
外から帰った時、寝る前には『緑茶』でうがいをする
 風邪の予防に効果あり！
お茶に含まれるカテキンには抗菌作用・抗ウイルス作用があり、ウ
イルスの感染力を弱める効果があります。

大根あめ
味は・・・。 ですが、せきにはとっても効き目があります。
＜作り方＞皮付きのまま輪切り又は１ｃｍ角に切った大根をはちみ
つや水あめと一緒にビンに入れる。
 ２日ほどして大根が浮いてきたら、上澄みをお湯に溶かして飲む
（そのままでもＯＫ！！）

ほっとみかん
みかんを皮が黒くなるまで焼いて中身を食べます。みかんにはビタ
ミンＣがたっぷり含まれています。ビタミンＣには免疫を強化し、ウ
イルスを撃退して治療を早める働きがあります。

風邪をやっつけよう！！
昔からの知恵には、元気のもとがいっぱい！？

免疫力アップ

せきに効果的

風邪予防

■次回の家族会：
新年会： 平成21年１月24日（土）
 10：00～12：00
総　会： 平成21年4月25日（土）
 10：00～12：00 
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http://www.koyodai.or.jp/

医療法人横田会 向陽台病院

外来担当医一覧表

日本精神神経学会専門医研修指定病院　日本精神科病院協会認定専門医研修病院
2005年から日本医療機能評価機構の認定を受けています

※下記担当医は変更する場合もございます

午
前

午
後
予
約

月 火 水 木 金 土

小山

田中（亨）

田仲

田中（亨）

田中（隆）
松本
横田

橋本

大石

横田

松岡

松岡

山田

祝日は平常通り診療しています

新患は予約制です。予約受付：096-272-5250
＜平日：午後4時まで／土曜日：午前11時まで＞

松岡

大石
週替わり

もの忘れ外来

佐藤

横田
思春期外来

田中（隆）
大石
小山

横田
松本

田中（亨）

● 診療科目 精神科・心療内科
● 特殊外来 水曜日午後：物忘れ外来
  金曜日午後：児童思春期（発達障害）外来 
● 病床数　220床
● 外来診療時間　
 月～金曜日 午前9時40分～12時 00分
  午後 2時 30分～ 5時 00分
● 土曜日 午前9時40分～12時 00分

（2009年 1月1日現在）
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